
備 考

神奈川県横浜市保土
ケ谷区常盤台79番5号

218 修士（工学）
平成30年4月

第1年次

平成30年4月
第1年次

化学・生命系理工学専
攻
(Department of
Chemistry and Life
Science)

3 12 － 36
博士（理学）
博士（工学）

平成30年4月
第1年次

機械・材料・海洋系工
学専攻
(Department of
Mechanical
Engineering,
Materials Science,
and Ocean
Engineering)

3 11 － 33 博士（工学）

（博士課程後期）

計 － 362 － 724

機械・材料・海洋系工
学専攻
(Department of
Mechanical
Engineering,
Materials Science,
and Ocean
Engineering)

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地

理工学府
(Graduate School of
Engineering Science)

年 人 年次
人

人 　年　月
第　年次

平成30年4月
第1年次

数物・電子情報系理工
学専攻
(Department of
Mathematics,
Physics, Electrical
Engineering and
Computer Science)

2 146 - 292
修士（理学）
修士（工学）

平成30年4月
第1年次

化学・生命系理工学専
攻
(Department of
Chemistry and Life
Science)

2 107 - 214
修士（理学）
修士（工学）

2 109 -

別記様式第２号（その１の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画
事 項 記 入 欄

大 学 の 目 的
　横浜国立大学大学院は、教育基本法の精神にのっとり、学術の中心として、広
く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を教授研究し、知的、道徳的及び応用
的能力を展開させることを目的とする。

新 設 学 部 等 の 目 的

理学および工学は人類社会の福祉と持続的発展に直接的に寄与する使命を持つ学
術分野である。社会からの様々な要請を的確に把握し，地球規模の環境問題など
に対処しつつ産業を発展させ，輝ける未来を切り拓くために技術者・研究者の果
たすべき役割は大きい。そのために，実践的学術の国際拠点を目指す本学におい
て，理工学府博士課程前期では，自らの専門分野における高度の専門能力と高い
倫理性を持つとともに，広く他分野の科学技術に目を向ける進取の精神に富み，
イノベーションによる産業力の更なる強化・発展に貢献し得る理学と工学の両方
のセンスを兼ね備えた高度専門職業人としての理工系人材の育成を目的とし，理
工学府博士課程後期では，自らの専門分野における高度の専門能力と高い倫理性
を持つとともに，広く他分野の科学技術にも目を向け，独創的な科学と技術を創
造・研究・開発し，新たな学術と産業を主体的に切り開く，学界でも産業界でも
グローバルに活躍できる創造性豊かな高度技術者・研究者のリーダー人材の育成
を目的とする

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

フ リ ガ ナ ヨコハマコクリツダイガクダイガクイン

大 学 の 名 称 横浜国立大学大学院（Graduate School,Yokohama National University）

大 学 本 部 の 位 置 神奈川県横浜市保土ケ谷区常盤台７９番１号

計 画 の 区 分 研究科の設置

フ リ ガ ナ コクリツダイガクホウジンヨコハマコクリツダイガク

設 置 者 国立大学法人横浜国立大学

【基礎となる学
部】
理工学部

14条特例の実施

（博士課程前期）
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（博士課程前期）

科目 科目 科目 科目

科目 科目 科目 科目

科目 科目 科目 科目

（博士課程後期）

科目 科目 科目 科目 9

科目 科目 科目 科目 9

科目 科目 科目 科目 9

 化学・生命系理工学専攻

 数物・電子情報系理工学専攻

 化学・生命系理工学専攻

 数物・電子情報系理工学専攻

既

(0) (0)　国際経済法学専攻 (12) (6) (0) (0) (18)

(0)
12 6 0 0 18 0 0

　経営学専攻 (30) (16) (0) (0) (46)

(0) (0)
30 16 0 0 46 0 0

　経済学専攻 (19) (16) (0) (0) (35)
(博士課程前期） 19 16 0 0 35 0 0
国際社会科学府

0 1
　高度教職実践専攻 (10) (4) (0) (0) (14) (0) (1)

（専門職学位課程） 10 4 0 0 14

14
　教育実践専攻 (58) (31) (3) (0) (92) (0) (14)

（修士課程） 58 31 3 0 92

(-)
教育学研究科

(93) (95) (8) (18) (214) (13)

(49)

計
93 95 8 18 214 13 -

 情報環境専攻 (12) (8) (2) (0) (22)

(0) (55)
12 8 2 0 22 0 49

 自然環境専攻 (8) (8) (0) (0) (16)

(41)
8 8 0 0 16 0 55

 人工環境専攻 (14) (14) (1) (0) (29)

(0) (50)
 (博士課程後期） 14 14 1 0 29 0 41

 情報環境専攻 (12) (8) (2) (0) (22)

(56)
12 8 2 0 22 0 50

 自然環境専攻 (8) (8) (0) (0) (16)

(41)
8 8 0 0 16 0 56

(16) (14) (1) (0) (31) (0)

(43)

平成29年3月設
置計画書提出済
み

 (博士課程前期） 16 14 1 0 31 0 41
 人工環境専攻

(2)
環境情報学府

(21) (27) (0) (9) (57) (4)

(42) (7)

(5)
21 27 0 9 57 4 2
(15) (18) (2) (4) (39) (7)

(2) (6)
15 18 2 4 39 7 5

 機械・材料・海洋系工学専攻 (17) (20) (1) (5)

60

3 5 67

(56)
 (博士課程後期） 17 20 1 5 43 2 6

(21) (27) (0) (9) (57) (4)

(71)
21 27 0 9 57 4 56
(18) (18) (2) (4)

(2) (67)
18 18 2 4 42 7 71

 機械・材料・海洋系工学専攻 (18) (20) (3) (5) (46)
 (博士課程前期） 18 20新

設

分

理工学府教

員

組

織

の

学　部　等　の　名　称
専任教員等

(0)

(0)

(0)

0

(0)

46 2

教授 准教授 講師 助教

機械・材料・海洋系工学専攻

化学・生命系理工学専攻

数物・電子情報系理工学専攻

0 0 55

機械・材料・海洋系工学専攻

化学・生命系理工学専攻

数物・電子情報系理工学専攻

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義 演習 実験・実習 計

理工学府 55

102

83

135

61

62

97

52

40

54

46

38

14

14

同一設置者内における
変 更 状 況
（定員の移行，名称の
変 更 等 ）

大学院環境情報学府全5専攻を廃止　※平成30年4月学生募集停止

　環境生命学専攻（△M40、△D12）、環境システム学専攻（△M40、△D10）、

　情報ﾒﾃﾞｨｱ環境学専攻（△M45、△D12）、環境ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻（△M11、△D5）、

　環境ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻（△M37、△D9）

大学院環境情報学府に全3専攻を設置（平成29年3月設置計画書提出）

　人工環境専攻（M75、D15）、自然環境専攻（M33、D6）

　情報環境専攻（M65、D12）

平成30年4月
第1年次

計 － 41 － 123

数物・電子情報系理工
学専攻
(Department of
Mathematics,
Physics, Electrical
Engineering and
Computer Science)

3 18 － 54
博士（理学）
博士（工学）

大学院工学府を廃止　※平成30年4月学生募集停止

　機能発現工学専攻（△M99、△D12）、システム統合工学専攻（△M101、△D13）、

　物理情報工学専攻（△M122、△D16）

36

29

47

6

21

23

30

30

30

計 助手

34

9

3

14

兼 任
教 員 等
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大学全体

大学全体

大学全体
体育館

面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

3,882 ㎡ 野球場 テニスコートほか

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

15,336 ㎡ 1,472 席 1,346,389 冊

40

(1,337,756〔508,893〕)　 (34,493〔19,515〕)　 (12,506〔11,935〕)　 (8,859) (3,802) (40)
計

1,337,756〔508,893〕　 34,493〔19,515〕　 12,506〔11,935〕　 8,859 3,802

図
書
・
設
備

新設学部等の名称

理工学府
8,859 3,802 40 学府単位での特定

不能なため、大学
全体の数(1,337,756〔508,893〕)　 (34,493〔19,515〕)　 (12,506〔11,935〕)　 (8,859) (3,802) (40)

標本
〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕 点 点 点

図書 学術雑誌
視聴覚資料機械・器具

1,337,756〔508,893〕　 34,493〔19,515〕　 12,506〔11,935〕　

14  室

（補助職員 18 人）（補助職員　2 人）

専 任 教 員 研 究 室
新設学部等の名称 室　 　数

理工学府 139 室

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

113　  室 153  室 770  室
31  室

校

地

等

区　 　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校 舎 敷 地 335,097 ㎡ ―　 　㎡ ―　 　㎡

175,694 ㎡ ―　 　㎡ ―　 　㎡ 175,694 ㎡

合 計 662,459 ㎡ ―　 　㎡ ―　 　㎡ 662,459 ㎡

校　 　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

(48)

図 書 館 専 門 職 員
12 20 32

(12) (20) (32)

小 計 425,013 ㎡ ―　 　㎡ ―　 　㎡ 425,013 ㎡

そ の 他 237,446 ㎡ ―　 　㎡ ―　 　㎡ 237,446 ㎡

335,097 ㎡

運 動 場 用 地 89,916 ㎡ ―　 　㎡ ―　 　㎡ 89,916 ㎡

(245) (506)

技 術 職 員
50 87 137

(50) (87) (137)

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　 　種 専　　任 兼　　任 計

事 務 職 員
261 245 506

(261)

計
326 397 723

(326) (397) (723)

そ の 他 の 職 員
3 45 48

(3) (455)

-

(285) (212) (10) (37) (544) (9) (-)
合　 　計

285 212 10 37 544

9 -

(168) (103) (7) (0) (278) (9) (-)
計

168 103 7 0 278

設

分

0 2

(2)

(博士課程後期） 23 20 0 0 43

4 1

　都市地域社会専攻 (15) (13) (1) (0) (29) (4) (1)

15 13 1 0 29

(43) (0)

1

　建築都市文化専攻 (14) (12) (1) (0) (27) (5) (1)

(博士課程前期） 14 12 1 0 27

(0) (0)

都市イノベーション学府

　法曹実務専攻 (10) (4) (0) (0) (14)

(0)

（専門職学位課程） 10 4 0 0 14 0 0

　国際経済法学専攻 (19) (10) (0) (0) (29)

(0) (0)

19 10 0 0 29 0 0

　経営学専攻 (30) (16) (0) (0) (46)

(0)

30 16 0 0 46 0 0

　経済学専攻 (19) (16) (0) (0) (35)

(博士課程後期） 19 16 0 0 35 0 0

概

要

(0)

(0)

5

9

　都市イノベーション専攻 (23) (20) (0) (0)
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4

4

4

― ― ― 学士(理学、工学)

1.02 平成23年度

　数物・電子情報系学科 4 287 ― 1097 学士(理学、工学) 1.05 平成23年度

605 学士(工学) 1.04 平成29年度

　化学・生命系学科 4 187 ― 712 学士(理学、工学)

平成３年度

平成29年4月名称
変更（機械工学・
材料系学科→機
械・材料・海洋系
学科）および入学
定員増（45人）

化学・生命系学科
は平成29年度入学
定員増（12人）

数物・電子情報系
学科は平成29年度
入学定員増（17
人）

建築都市・環境系
学科は平成29年4
月より学生募集停
止

理工学部 1.04 神奈川県横浜市保土
ケ谷区常盤台79番5号　機械・材料・海洋系学科 185 ―

― 平成23年度　建築都市・環境系学科 4

学士(経営学) ―

　経営システム科学科 4 65 ― ― 学士(経営学)

― 平成３年度

　会計・情報学科 4 70 ― ― 学士(経営学) ― 平成３年度

　(夜間主コース) 4 32 ― ― 学士(経営学)

　経営学科(昼間主コース) 4 75 ― ― 学士(経営学) ― 昭和42年度

1.03 神奈川県横浜市保土
ケ谷区常盤台79番4号

経営学科は平成29
年4月設置

経営学科（昼間主
コース、夜間主
コース），会計・
情報学科，経営シ
ステム科学科，国
際経営学科は平成
29年4月より学生
募集停止

　経営学科 287 ― 287 学士(経営学) 1.03

経営学部

― 平成３年度

　国際経営学科 4 65 ― ―

4 ― ― ― 学士(経済学) ―

神奈川県横浜市保土
ケ谷区常盤台79番3号

　経済学科 238 ３年次15 238 学士(経済学) 1.07 平成29年度

　経済システム学科

平成29年度

経済学科は平成29
年4月設置

経済システム学
科，国際経済学科
は平成29年4月よ
り学生募集停止

経済学部 1.07

平成10年度

平成16年度

　国際経済学科 4 ― ― ― 学士(経済学) ― 平成16年度

神奈川県横浜市保土
ケ谷区常盤台79番2号

平成29年4月名称
変更（教育人間科
学部→教育学部）

教育学部

学士(教養) ― 平成23年度

マルチメディア文化課程 4 ― ― ― 学士(教養) ―

神奈川県横浜市保土
ケ谷区常盤台79番2号

人間文化課程は平
成29年4月より学
生募集停止

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ文化課程
は平成23年4月よ
り学生募集停止

教育人間科学部

　人間文化課程 4 ― ― ―

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人

学生納付金以外の維持方法の概要 ―

大 学 の 名 称 横浜国立大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

1.03

　学校教育課程 4 230 ― 920 学士(教育) 1.03 平成10年度

倍

国費（運営費交
付金）による共 同 研 究 費 等 ― ― ― ― ―

第６年次

―　千円 ―　千円 ―　千円 ―　千円 ―　千円 ―　千円

― ― ― ―

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

教員１人当り研究費等 ― ― ― ―

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

経費
の見
積り

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次

設 備 購 入 費 ― ― ―

―

図 書 購 入 費 ― ― ― ― ― ― ―

― ―
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2

平成18年度

平成18年度

　環境ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻(D) 3 9 ― 27 博士(環境学，工学，学術) 0.88

　環境ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻(D) 3 5 ― 15
博士(環境学，技術経営，学術)

　情報ﾒﾃﾞｨｱ環境学専攻(D) 3 12 ― 36 博士(環境学，工学，学術) 0.88 平成13年度

平成13年度

　環境ｼｽﾃﾑ学専攻(D) 3 10 ― 30 博士(環境学，工学，学術) 0.43 平成13年度

1.06 平成18年度

　環境生命学専攻(D) 3 12 ― 36 博士(環境学，工学，学術) 0.77

平成18年度

　環境ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻(M) 2 37 ― 74 修士(環境学，工学，学術)

　環境ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻(M) 2 11 ― 22
修士(環境学，技術経営，学術)

物理情報工学専攻(D) 3 16 ― 48 博士(工学，学術) 0.85

45 ― 90 修士(環境学，工学，学術) 平成13年度

　環境ｼｽﾃﾑ学専攻(M) 2 40 ― 80 修士(環境学，工学，学術) 平成13年度

　情報ﾒﾃﾞｨｱ環境学専攻(M)

神奈川県横浜市保土
ケ谷区常盤台79番7号　環境生命学専攻(M) 2 40 ― 80 修士(環境学，工学，学術) 0.81 平成13年度

2

ｼｽﾃﾑ統合工学専攻(D) 3 13 ― 39 博士(工学，学術) 0.50

機能発現工学専攻(D) 3 12 ― 36 博士(工学，学術)

平成13年度

平成13年度

環境情報学府

平成13年度

物理情報工学専攻(M) 2 122 ― 244 修士(工学，学術) 平成13年度

1.01 平成13年度 神奈川県横浜市保土
ケ谷区常盤台79番5号ｼｽﾃﾑ統合工学専攻(M) 2 101 ― 202 修士(工学，学術) 1.01

　機能発現工学専攻(M) 2 99 ― 198 修士(工学，学術)

平成13年度

工学府

平成11年度

法曹実務専攻(P) 3 ― ― ― 法務博士(専門職) ― 平成16年度

平成11年度

国際社会科学研究科

平成11年度

国際経済法学専攻(D) 3 ― ― ― 博士(国際経済法学，学術) ―

企業ｼｽﾃﾑ専攻(D) 3 ― ― ― 博士(経営学，学術)

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ経済専攻(D) 3 ― ― ― 博士(経済学，学術) 平成11年度

国際社会科学研究
科は平成25年度よ
り学生募集停止

0.56 平成25年度

　国際経済法学専攻（博士課程後期） 3 8 ― 24  博士（法学，国際経済法学，学術）

0.60 平成25年度

　経営学専攻（博士課程後期） 3 12 ― 36  博士（経営学，学術） 平成25年度

　経済学専攻（博士課程後期） 3 10 ― 30  博士（経済学，学術）

神奈川県横浜市保土
ケ谷区常盤台79番4号　国際開発専攻(D) 3 ― ― ― 博士(学術) ―

1.02 平成25年度

　国際経済法学専攻（博士課程前期） 2 25 ― 50 修士（法学，国際経済法学，学術） 平成25年度

0.78

平成25年度 神奈川県横浜市保土
ケ谷区常盤台79番4号

法曹実務専攻は平
成27年度入学定員
減（△15人）

　経営学専攻（博士課程前期） 2 50 ― 100 修士（経営学）

　経済学専攻（博士課程前期） 2 38 ― 76 修士（経済学）

平成25年度

　法曹実務専攻（専門職学位課程） 3 25 ― 75  法務博士（専門職）

国際社会科学府

平成23年度

　教職実践専攻(専門職学位課程) 15 ― 15 教職修士(専門職) 平成29年度

平成10年度

神奈川県横浜市保土
ケ谷区常盤台79番2号

教育実践専攻は平
成29年度入学定員
減(△15人)

教職実践専攻は平
成29年4月設置

　教育実践専攻(修士課程) 85 ― 185 修士(教育学)

教育学研究科

0.93

― 昭和60年度

　知能物理工学科 4 ― ― ― 学士(工学) ―

　電子情報工学科 4 ― ― ― 学士(工学)

昭和60年度

　建設学科 4 ― ― ― 学士(工学) ― 昭和60年度

― 昭和60年度 神奈川県横浜市保土
ケ谷区常盤台79番5号　物質工学科 4 ― ― ― 学士(工学) ―

工学部は成23年度
より学生募集停止　生産工学科 4 ― ― ― 学士(工学)

工学部

平成29年度

　環境リスク共生学科 4 56 ― 56 学士(環境学) 1.08 平成29年度

4 48 ３年次５ 48 学士(工学) 1.02

神奈川県横浜市保土
ケ谷区常盤台79番1号　建築学科 4 70 ２年次２ 70 学士(工学)

都市科学部は平成
29年4月設置

　都市社会共生学科 4 74 ― 74 学士(学術) 0.81 平成29年度

都市科学部 0.97

1.01 平成29年度

　都市基盤学科

既
設
大
学
等
の
状
況

0.90

0.66

―

―

1.06

1.02

1.15

0.72

1.20

1.08

0.73

1.13

基本計画書 -5



○国際教育センター（目的）外国人留学生に対する日本語及び日本事情に関する教育
を行うと共に、短期留学国際プログラムの運営、日本人学生と留学生が共に学ぶ授業
科目などを開講する。また、留学生の相談の対応、日本人学生の留学に関する相談対
応や情報提供を行う。（所在地）横浜市保土ケ谷区常盤台79-1（設置年月）平成26年
4月（留学生センター改組）（規模等）建物1,526㎡

○高大接続・全学教育推進センター（目的）横浜国立大学における高大接続システム
改革の実現に向けて全学一体で推進する中心的な役割を果たし、大学教育の質的転換
及び入学者選抜方法の改善のための学生行動調査等を重視するインスティテューショ
ナル・リサーチ（学生IR）の推進とともに、初年次教育科目から高度全学科目を体系
的に編成した全学教育の企画、調整、実施及び改善を図り、もって国際通用性のある
本学教育の質保証に資する。（所在地）横浜市保土ケ谷区常盤台79-8（設置年月日）
平成28年4月（規模等）建物240㎡

附属施設の概要

○附属学校
（目的）附属小･中学校は、教育基本法及び学校教育法に基づいて義務教育として行
われる普通教育を施し、かつ教育の理論と実際に関する研究及びその実証をするとと
もに、学生の教育実習を行うことを目的とする。
　附属特別支援学校は、学校教育法第72条に規定する特別支援学校教育の対象者(主
として知的障害者)に対して、小学校、中学校又は高等学校に準ずる教育を施すとと
もに、障害による学習上又は生活上の困難を克服し自立を図るために必要な知識技能
を授け、併せて、横浜国立大学教育人間科学部及び横浜国立大学大学院教育学研究科
(以下「学部等」という。)における児童・生徒の教育に関する研究に協力し学部等学
生の教育実習の実施に当たることを目的とする。

　教育学部附属鎌倉小学校
　所在地：鎌倉市雪ノ下3-5-10
　規模等：6,191㎡
　設置年月：昭和24年5月31日

　教育学部附属鎌倉中学校
　所在地：鎌倉市雪ノ下3-5-10
　規模等：5,653㎡
　設置年月：昭和24年5月31日

　教育学部附属横浜小学校
　所在地：横浜市中区立野６４番地
　規模等：6,672㎡
　設置年月：昭和24年5月31日

　教育学部附属横浜中学校
　所在地：横浜市南区大岡2-31-3
　規模等：5,392㎡
　設置年月：昭和24年5月31日

　教育学部附属特別支援学校
　所在地：横浜市南区大岡2-31-3
　規模等：3,047㎡
　設置年月：昭和54年4月1日

○先端科学高等研究院（目的）新技術や社会を取り巻く多様なリスクを把握し、それ
らを適切に低減するための先端科学に関する高度な学術研究を、先進的な体制の下で
集中的に推進し、その成果の社会還元を通して、次世代における安心・安全かつ持続
可能な国際社会の発展に貢献するとともに、横浜国立大学の当該分野における学術研
究の国際拠点化を実現し、併せて、本学の研究力を一層向上する。（所在地）横浜市
保土ケ谷区常盤台79-5（設置年月）平成26年10月（規模等）建物1,512㎡

○保健管理センター（目的）学生・教職員の健康保持・増進に寄与する。（所在地）
横浜市保土ケ谷区常盤台79-8（設置年月）昭和48年4月（規模等）建物349㎡

○情報基盤センター（目的）情報基盤の整備充実を図るために、情報基盤技術に関す
る研究を推進し、教育、研究及び事務処理等における情報基盤の利用、活用を支援す
る。（所在地）横浜市保土ケ谷区常盤台79-5（設置年月）平成19年4月（総合情報処
理センター改組）（規模等）建物1,988㎡

○機器分析評価センター（目的）研究用大型機器及び精密機器等を集中的に管理し，
教育・研究の用に供するとともに，各研究用機器等の利用を合理的，効率的に行う。
（所在地）横浜市保土ケ谷区常盤台79-5（設置年月日）平成7年4月（規模等）建物
1,435㎡

○男女共同参画推進センター（目的）男女共同参画社会の構築という社会的要請に応
えるため、大学独自あるいは国、地方公共団体、民間組織等との連携の下で男女共同
参画に係る教育活動、研究活動を行う。（所在地）横浜市保土ケ谷区常盤台79-4（設
置年月日）平成25年4月（規模等）建物39㎡

1.12 平成23年度

　都市イノベーション専攻（博士課程後期） 3 12 ― 36 博士（工学，学術） 平成23年度

修士（工学，学術） 平成23年度 神奈川県横浜市保土
ケ谷区常盤台79番5号　都市地域社会専攻（博士課程前期） 2 37 ― 74 修士（工学，学術）

都市イノベーション学府
　建築都市文化専攻（博士課程前期） 2 68 ― 136 0.94

1.02
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○産学官連携研究施設（目的）産学官連携を推進するための共同研究、共同研究講
座、本学の研究成果に基づく起業及び外部資金による研究プロジェクト等を実施する
場を提供する。（所在地）横浜市保土ケ区常盤台79-5（設置年月）平成25年1月（規模
等）建物1,058㎡

○機械工場（目的）授業等施設（所在地）横浜市保土ケ谷区常盤台79-5（設置年月）
昭和53年12月（規模等）建物　A棟496㎡ 　B棟416㎡

○リスク共生社会創造センター（目的）21世紀社会におけるリスク対応の在り方を研
究し、対応策の社会実装に寄与する。（所在地）横浜市保土ケ谷区常盤台79-5（設置
年月日）平成27年10月（規模等）建物397㎡

○大学会館（目的）本学の学生・教職員の人間関係の緊密化を図るとともに、学生・
教職員の福利厚生に寄与し、学園生活を豊かにする。（所在地）横浜市保土ケ谷区常
盤台79-1（設置年月）昭和63年9月（規模等）建物3,094㎡

○峰沢国際交流会館（目的）本学の学生に対し、生活と勉学の場を与え、その修学を
容易にするとともに、国際交流の促進に資する。（所在地）横浜市保土ケ谷区峰沢町
305-11（設置年月）平成4年5月（規模等）建物7,260㎡

○留学生会館（目的）外国人留学生を寄宿させ、かつ、国際交流の促進に資すること
を目的とする。（所在地）横浜市南区大岡2-31-1（設置年月日）昭和55年12月（規模
等）建物5,009㎡

○教育文化ホール（目的）地域の方々に対する生涯学習に関する事業等を実施する。
（所在地）横浜市保土ケ谷区常盤台79-1（設置年月）平成7年4月（規模等）建物1,512
㎡
○大岡インターナショナルレジデンス（目的）外国人留学生、外国人研究者、教職員
を寄宿させ、かつ、国際交流の促進に資することを目的とする。（所在地）横浜市南
区大岡2-31-2（設置年月日）平成22年9月（規模等）建物8,477㎡

○未来情報通信医療社会基盤センター（目的）独立行政法人情報通信研究機構及びそ
の他の機関と連携した先端情報通信技術に基づく未来社会基盤（高度医療、福祉、金
融、エネルギー、交通）の高度研究開発，本学大学院生又はこれと同等以上の知識を
持つ研究者等に対する先端研究を通じた高度教育に関することを行う。（所在地）横
浜市保土ケ谷区常盤台79-7（設置年月日）平成17年9月（規模等）建物327㎡

○地域実践教育研究センター（目的）地域連携推進室との緊密な連携をもとに、学部
及び大学院の学生に対し、地域交流科目を中心に、グローバルな視野をもって地域課
題を解決できる21世型人材育成を目的とした教育の推進，内外の諸機関・諸地域と連
携しながら、地域貢献に関する教育・研究・実践活動を行い，前記の業務に関し、広
く情報発信することにより社会に貢献する。（所在地）横浜市保土ケ谷区常盤台79-3
（設置年月日）平成17年9月（規模等）建物20㎡

○統合的海洋教育・研究センター（目的）海洋の統合的管理能力の修得を目的にした
修士課程の教育，海洋の統合的管理に関する国際的、領域横断的な教育・研究情報の
拠点の形成，その他、本学における海洋の統合的教育研究の促進を行う。（所在地）
横浜市保土ケ谷区常盤台79-5（設置年月日）平成19年6月（規模等）建物117㎡

○成長戦略研究センター（目的）新しい経済成長戦略に関する研究プロジェクトの推
進，ベンチャー企業の創出及びそれを担う人材の育成を推進する。また、大学院レベ
ルでのプロジェクトベース教育、ベンチャー企業と連携したインターンシップ、副専
攻プログラムなどの教育活動を行う。（所在地）横浜市保土ケ谷区常盤台79-4（設置
年月日）平成23年4月（規模等）建物79㎡
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平成２９年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

平成３０年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

変更の事由

230 ― 920 230 ― 920
230 ― 920 230 ― 920

238 3年次15 982 238 3年次15 982
238 3年次15 982 238 3年次15 982

287 ― 1,148 287 ― 1,148
287 ― 1,148 287 ― 1,148

659 ― 2,636 659 ― 2,636
185 ― 740 185 ― 740
187 ― 748 187 ― 748
287 ― 1,148 287 ― 1,148

248 2年次2
3年次5

1,008 248 2年次2
3年次5

1,008

74 296 74 296
70 2年次2 286 70 2年次2 286
48 3年次5 202 48 3年次5 202
56 224 56 224

1,662
2年次2

3年次20
6,694 1,662

2年次2
3年次20

6,694

100 200 100 200
85 ― 170 85 ― 170
15 ― 30 15 ― 30

168 391 168 391
38 ― 76 38 ― 76
50 ― 100 50 ― 100
25 ― 50 25 ― 50
10 ― 30 10 ― 30
12 ― 36 12 ― 36
8 ― 24 8 ― 24

25 ― 75 25 ― 75

363 767 0 0
99 ― 198 0 ― 0

101 ― 202 0 ― 0
122 ― 244 0 ― 0
12 ― 36 0 ― 0
13 ― 39 0 ― 0
16 ― 48 0 ― 0

403 847
機械・材料・海洋系工学専攻（M） 109 ― 218
化学・生命系理工学専攻（M） 107 ― 214

146 ― 292
機械・材料・海洋系工学専攻（D） 11 ― 33

12 ― 36
数物・電子情報系理工学専攻（D） 18 ― 54

221 490 206 445
40 ― 80 0 ― 0
40 ― 80 0 ― 0
45 ― 90 0 ― 0
11 ― 22 0 ― 0
37 ― 74 0 ― 0
12 ― 36 0 ― 0
10 ― 30 0 ― 0
12 ― 36 0 ― 0
5 ― 15 0 ― 0
9 ― 27 0 ― 0

75 ― 150
33 ― 66
65 ― 130
15 ― 45
6 ― 18

情報環境専攻（Ｄ） 12 ― 36

117 246 117 246
68 ― 136 68 ― 136
37 ― 74 37 ― 74
12 ― 36 12 ― 36

修士課程・博士課程前期 798 ― 1,596 修士課程・博士課程前期 838 ― 1,676
博士課程後期 131 ― 393 博士課程後期 116 ― 348
専門職学位課程 40 ― 105 専門職学位課程 40 ― 105

969 ― 2,094 994 ― 2,129

自然環境専攻（M）
情報環境専攻（M）

環境生命学専攻（D）
環境システム学専攻（D）
情報メディア環境学専攻（D）
環境ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻（D）
環境リスクマネジメント専攻（D）

環境生命学専攻（D）
環境システム学専攻（D）
情報メディア環境学専攻（D）

研究科の専攻の
設置（意見伺い）

平成30年4月
学生募集停止

研究科の設置
（意見伺い）

平成30年4月
学生募集停止

国立大学法人横浜国立大学　組織の移行表

都市イノベーション専攻（D） 都市イノベーション専攻（D）

大学院計 大学院計

情報メディア環境学専攻（M）
環境ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻（M） 環境ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻（M）

環境情報学府 環境情報学府
環境生命学専攻（M） 環境生命学専攻（M）

環境リスクマネジメント専攻（M） 環境リスクマネジメント専攻（M）

環境システム学専攻（M）
情報メディア環境学専攻（M）

システム統合工学専攻（D）

都市イノベーション学府
建築都市文化専攻（M）

都市地域社会専攻（M） 都市地域社会専攻（M）

環境ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻（D）
環境リスクマネジメント専攻（D）

機能発現工学専攻（M）
システム統合工学専攻（M）

自然環境専攻（Ｄ）
人工環境専攻（Ｄ）

環境システム学専攻（M）

物理情報工学専攻（M）
機能発現工学専攻（D）
システム統合工学専攻（D）

建築都市文化専攻（M）
都市イノベーション学府

物理情報工学専攻（D）

数物・電子情報系理工学専攻（M）

化学・生命系理工学専攻（D）

理工学府

機能発現工学専攻（M）
システム統合工学専攻（M）
物理情報工学専攻（M）
機能発現工学専攻（D）

物理情報工学専攻（D）

人工環境専攻（M）

横浜国立大学 横浜国立大学

教育学部
学校教育課程 学校教育課程

経営学科

教育学部

学部計

横浜国立大学大学院 横浜国立大学大学院

数物・電子情報系学科 数物・電子情報系学科

都市科学部

都市社会共生学科
建築学科
都市基盤学科
環境リスク共生学科

都市科学部

学部計

経済学部 経済学部
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2. Adaptive Array Antenna

3. Space-Time Signal Processing Communication Theory

4. Space-Time Coding and MIMO

5. Software Defined (Reconfigurable) Radio (SDR) and Network

6. Cognitive Radio and Network

7. Spread Spectrum Communications(CDMA) and Ranging Technology

8. Ultra Wideband (UWB) Communications and Positioning

9. Intelligent Transport Systems: ITS

10. Digital TV Broadcasting and its Applications

11. Sensor Netwroks and its Applications

12. Medical Healthcare Based on ICT; Medical ICT

13. Body Area Network(BAN) and its Applications

14. Dependable Machine-to-Machine(M2M) Wireless Communications

15. Joint Optimization of Multiple Layer Technologies

16. Presentation or Report Submission

VLSI In this course, we will learn principles of CMOS digital integrated circuits

and their design methodology, which include characteristics of MOS devices,

CMOS logic gates, CMOS logic circuits, CMOS logic components, and CMOS

logic architectures. We will also get deep understanding on CMOS logic cir-

cuits though SPICE circuit simulation.

1. Introduction

2. Static and dynamic behavior of the diode

3. Static and dynamic behavior of the MOS transistor 1

4. Static and dynamic behavior of the MOS transistor 2

5. The interconnection in VLSI

6. Static behavior of the CMOS inverter

7. Dynamic behavior of the CMOS inverter

8. Power consumption of the CMOS inverter

9. Designing combinational logic gates in CMOS Complementary CMOS

10. Designing combinational logic gates in CMOS Ratioed logic

11. Designing combinational logic gates in CMOS Path-transistor logic

12. Designing combinational logic gates in CMOS Dynamic logic

13. Designing sequential logic circuits Introduction

14. Designing sequential logic circuits Static latch and registers

15. Designing sequential logic circuits Dynamic larch and registers

1 1©
2 1©
3 2©
4 3©
5 2©
6 1©
7

8 2©
9 3©
10 3©
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14 4©
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Machine Learning is the most exciting recent technology dealing with how to

build computer systems that learn from experience. This class will cover how

to build systems that learn and adapt using real-world applications.

1. Introduction: What is the machine learning?

2. Supervised learning(1): linear discriminant.

3. Supervised learning(2): Perceptron and neural networks.

4. Supervised learning(3): Radial basis functions.

5. Supervised learning(4): Support vector machine.

6. Practical application case study (1)

7. Unsupervised learning(1): k-means clustering, vector quantization.

8. Unsupervised learning(2): Self-organization map and related works.

9. Practical application case study (2)

10. Reinforcement learning (1): Dynamic programming and Temporal differ-

ences.

11. Reinforcement learning (2): Exploration and exploitation algorithm.

12. Practical application case study (3)

13. Evolutionary learning: Genetic algorithm.

14. Markov chain Monte Carlo methods.

15. Hot issues of machine learning.
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2. Adaptive Array Antenna

3. Space-Time Signal Processing Communication Theory

4. Space-Time Coding and MIMO

5. Software Defined (Reconfigurable) Radio (SDR) and Network

6. Cognitive Radio and Network

7. Spread Spectrum Communications(CDMA) and Ranging Technology

8. Ultra Wideband (UWB) Communications and Positioning

9. Intelligent Transport Systems: ITS

10. Digital TV Broadcasting and its Applications

11. Sensor Netwroks and its Applications

12. Medical Healthcare Based on ICT; Medical ICT

13. Body Area Network(BAN) and its Applications

14. Dependable Machine-to-Machine(M2M) Wireless Communications

15. Joint Optimization of Multiple Layer Technologies

16. Presentation or Report Submission

VLSI In this course, we will learn principles of CMOS digital integrated circuits

and their design methodology, which include characteristics of MOS devices,

CMOS logic gates, CMOS logic circuits, CMOS logic components, and CMOS

logic architectures. We will also get deep understanding on CMOS logic cir-

cuits though SPICE circuit simulation.

1. Introduction

2. Static and dynamic behavior of the diode

3. Static and dynamic behavior of the MOS transistor 1

4. Static and dynamic behavior of the MOS transistor 2

5. The interconnection in VLSI

6. Static behavior of the CMOS inverter

7. Dynamic behavior of the CMOS inverter

8. Power consumption of the CMOS inverter

9. Designing combinational logic gates in CMOS Complementary CMOS

10. Designing combinational logic gates in CMOS Ratioed logic

11. Designing combinational logic gates in CMOS Path-transistor logic

12. Designing combinational logic gates in CMOS Dynamic logic

13. Designing sequential logic circuits Introduction

14. Designing sequential logic circuits Static latch and registers

15. Designing sequential logic circuits Dynamic larch and registers

1 1©
2 1©
3 2©
4 3©
5 2©
6 1©
7

8 2©
9 3©
10 3©
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Machine Learning is the most exciting recent technology dealing with how to

build computer systems that learn from experience. This class will cover how

to build systems that learn and adapt using real-world applications.

1. Introduction: What is the machine learning?

2. Supervised learning(1): linear discriminant.

3. Supervised learning(2): Perceptron and neural networks.

4. Supervised learning(3): Radial basis functions.

5. Supervised learning(4): Support vector machine.

6. Practical application case study (1)

7. Unsupervised learning(1): k-means clustering, vector quantization.

8. Unsupervised learning(2): Self-organization map and related works.

9. Practical application case study (2)

10. Reinforcement learning (1): Dynamic programming and Temporal differ-

ences.

11. Reinforcement learning (2): Exploration and exploitation algorithm.

12. Practical application case study (3)

13. Evolutionary learning: Genetic algorithm.

14. Markov chain Monte Carlo methods.

15. Hot issues of machine learning.
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MB34

MB38

MB40

F

S

MB4

MB5

MB14

MB25

MB34

MB38

MB40

S

F

MB10

MB15

MB3

MB36

MB17

MB28

F

MB10

MB15

MB3

MB36

MB17

MB28
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S

F

MB10

MB15

MB3

MB36

MB17

MB28

F

MB10

MB15

MB3

MB36

MB17

MB28

S

F

MB7

MB32

MB11

MB35

F

MB7
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MB32

MB11

MB35

S

F

MB7

MB32

MB11

MB35

F

MB7

MB32

MB11

MB35
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MPBL 5

Presentation English

”Presentation English”

”Business Communication Skill” ”Presentation Ability”

PED

PED

Business Vocabulary in Use

1©People

2©Organization

3©Production

4©Marketing

5©Finance Business-related Economics 46units

Higher skill Ability

1©Business across Cultures

2©Presentation

3©Meetings

4©Negotiations 20units

1.2. 66units 1 14

15 . 16 Stand-up Presentation

Presentation English

S, Basic Level

Presentation English

F, Basic Level

90 (4

)
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MC59

MC84

MC92

MC93

MC99

(Computational Fluid Dynamics)

,

99

(a)

(b)

(c)

(d)

(e)

- 2



/15

MC28 /7

MC41 /8

/ 15

MC20 /7

( )

MC29 /7

MC20 MC29 /1

- 3



10 1 40

11

12

13

14

15 40

(1)

(2)

(3)

(4)

1.

2. 4.

1©
2©
3©

5. 6.

1© MIMO

2©
7. 10.

1©
2©
3©
4©

11. 13.

1©
2©
3©

14. 15.

1©

1. Overview of Advanced Wireless Communications

- 4



2. Adaptive Array Antenna

3. Space-Time Signal Processing Communication Theory

4. Space-Time Coding and MIMO

5. Software Defined (Reconfigurable) Radio (SDR) and Network

6. Cognitive Radio and Network

7. Spread Spectrum Communications(CDMA) and Ranging Technology

8. Ultra Wideband (UWB) Communications and Positioning

9. Intelligent Transport Systems: ITS

10. Digital TV Broadcasting and its Applications

11. Sensor Netwroks and its Applications

12. Medical Healthcare Based on ICT; Medical ICT

13. Body Area Network(BAN) and its Applications

14. Dependable Machine-to-Machine(M2M) Wireless Communications

15. Joint Optimization of Multiple Layer Technologies

16. Presentation or Report Submission

VLSI In this course, we will learn principles of CMOS digital integrated circuits

and their design methodology, which include characteristics of MOS devices,

CMOS logic gates, CMOS logic circuits, CMOS logic components, and CMOS

logic architectures. We will also get deep understanding on CMOS logic cir-

cuits though SPICE circuit simulation.

1. Introduction

2. Static and dynamic behavior of the diode

3. Static and dynamic behavior of the MOS transistor 1

4. Static and dynamic behavior of the MOS transistor 2

5. The interconnection in VLSI

6. Static behavior of the CMOS inverter

7. Dynamic behavior of the CMOS inverter

8. Power consumption of the CMOS inverter

9. Designing combinational logic gates in CMOS Complementary CMOS

10. Designing combinational logic gates in CMOS Ratioed logic

11. Designing combinational logic gates in CMOS Path-transistor logic

12. Designing combinational logic gates in CMOS Dynamic logic

13. Designing sequential logic circuits Introduction

14. Designing sequential logic circuits Static latch and registers

15. Designing sequential logic circuits Dynamic larch and registers

1 1©
2 1©
3 2©
4 3©
5 2©
6 1©
7

8 2©
9 3©
10 3©

- 5



11 1©
12 2©
13 3©
14 4©
15

Machine Learning is the most exciting recent technology dealing with how to

build computer systems that learn from experience. This class will cover how

to build systems that learn and adapt using real-world applications.

1. Introduction: What is the machine learning?

2. Supervised learning(1): linear discriminant.

3. Supervised learning(2): Perceptron and neural networks.

4. Supervised learning(3): Radial basis functions.

5. Supervised learning(4): Support vector machine.

6. Practical application case study (1)

7. Unsupervised learning(1): k-means clustering, vector quantization.

8. Unsupervised learning(2): Self-organization map and related works.

9. Practical application case study (2)

10. Reinforcement learning (1): Dynamic programming and Temporal differ-

ences.

11. Reinforcement learning (2): Exploration and exploitation algorithm.

12. Practical application case study (3)

13. Evolutionary learning: Genetic algorithm.

14. Markov chain Monte Carlo methods.

15. Hot issues of machine learning.

” ”

Material Integration

Material

Integration

Si

MEMS

1

2-3

4-5

6-8

9-11

12-13

14-15

16

- 6



II

210

/ 16

MC56 /8

MC68 /8

R.B.Bird Transport

Phenomena

/ 15

MC67 /8

MC69 /7

- 7



21

I

II

LEGO 2

- 8



II

I

ENAA

I

II

Professional Ethics

in EU US

(ethics) (law) (moral)

- -

0

(

)

- 9



I

II

I

1

1 (

)

20

2 Gronwall

Sturm

2

- 10



1. Introduction of error correcting/detecting codes

2. Linear block codes

3. Hamming codes and standard array decoding

4. Cyclic codes (1): generator polynomials

5. Cyclic codes (2): syndrome

6. Decoding of cyclic codes

7. Galois fields (1)

8. Galois fields (2)

9. BCH codes (1): introduction

10. BCH codes (2): minimum polynomials

11. Decoding BCH codes

12. Reed-Solomon (1) codes

13. Reed-Solomon (2) codes

14. Decoding Reed-Solomon codes

15. Review of recent trends on error correcting codes

16. Final exam

-

-

-

-

1.

2.

3.

4. 1

5. 2

6. (1): JPEG

7.

8.

9. 1

10. (2): JPEG2000

11. (3): JPEG-XR and others

12. 3

13. (1): MPEG

14. (2): H.26x

15. ( )

16.

- 11



1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

1.

2.

3.

4. ( )

5. ( )

6.

7.

8. 2

9.

10.

11.

12.

13.

14. ( )

15. ( )

- 12



10

11 FDTD

12 FDTD

13

14 NLSE

15 NLSE

/ 15

MC10 /12

MC47 /3

/ 15

MC14 /6

2 3

MC32 /6

MC14 MC32 /3

2

- 13



(

)

( )

A

Domany-Kinzel

B

FKG Russo 2

1/2 Harris-Kesten 2

- 14



Neyman-Rubin

1.Basic Principles

2.Production and Transfer of Energy

3.VAR Flows

4.Economic Operation

5.Power System Control

6.Energy Accounting

7.Communications

8.Telemetering Method

9.Supervisory Control and Data Acquisiotion

10.Power System Reliability Factors 1

11.Power System Reliability Factors 2

12.Power System Protection 1

13.Power System Protection 2

14.Power System Stability

15.EHV Operation

You learn the basic electric characteristics, scaling rule, and the short-channel

effects of MISFET(Metal-Insulator-Silicon Field Effect Transistor), which is

the base element of VLSI. You also learn about the action and scaling of the

CMOS inverter, which is the fundemental component of ddegital logic circuits.

1. Introduction of VLSI

2. Physics of ideal MIS diode and space charge

3. Real MIS diode and the C-V characteristics

4. Long channel MISFET

5. Short channel MISFET

6. Scaling of MISFET

7. Parastic elements of FET and Short channel MISFET process

8. Future problems of FET and Roadmap

9. Fin FET and SiGe device

10. Fundamental action of CMOS inverter

11. Speed and power disspation of CMOS circuit

12. Scaling of CMOS circuit

13. Bi-CMOS circuit

14. Mounting tecnology of VLSI and SiP(System in Package)

15. Recent topics

HEMT

- 15



1.

2.

3. : (1)

4. : (2)

5. : Fabrication techniques

6. : Characterization methods

7.

8. : (1)

9. : (2)

10. : (3)

11. : (LED)

12.

13.

14. (1)

15. (2)

16.

This lecture mainly treats some element technologies such as array antenna

technique which realize multimedia mobile communications. The purpose of

this lecture is to understand the mechanism and basic theory of array antenna

system and its applications.

1.Overview of wireless mobile communication systems

2.Element technologies of wireless communication

- 16



3.Review of wireless communication theory and exercise-1

4.Array antenna system for wireless communication and its modeling

5.Antenna beamforming technique-1

6.Antenna beamforming technique-2

7.Antenna beamforming technique-3

8.Exercise-2

9.Angle of arrival estimation technique-1

10.Angle of arrival estimation technique-2

11.Angle of arrival estimation technique-3

12.Parametric approaches for parameter estimation of antenna system

13.Introduction of MIMO system

14.Some application of array antenna system

15.Exercise-3

Basic theories and techniques required for designing microwave circuits should

be studied. Analogies and difference of antennas as a radiating device to non-

radiating microwave circuits should be also understood.

1. Guidance,

2. Electromagnetic theory

3. Transmission line theory

4. Transmission lines and waveguides: General solution for TEM, TE,

TM waves

5. Transmission lines and waveguides: Rectangular waveguides, Cylin-

drical waveguides

6. Microwave network analysis Impedance, Equivalent currents and

voltages, Scattering matrix)

7. Impedance matching and tuning (Lumped elements, stub tuning)

8. Microwave Resonators

9. Power dividers and directional couplers

10. Noise and active RF components

11. Cylindrical antennas

12. Microstrip antennas

13. Microwave measurements

14. Exercise

15 Final examination

1

2

3

4

5

6

7

- 17



8

9

10

11 MIMO

12 MAC

13 MAC

14

15

16

(UTEFC)

UTEFC

(EMTP)

EMTP

10 EMTP

11

12 EMTP

13

14 EMTP

15

The aim of this class is to learn a formal approach to the high-reliable software

development.

1. Overview

2. Functional Programming

3. Proof by Induction

4. Lists

5. Polymorphism

6. Coq

7. Logic

8. Propositions and Evidence

9. Logic in Coq

10.Exercises

11. Exercises

12. Exercises

13. Exercises

14. Exercises

- 18



15. Review

CMOS CMOS

SPICE

CMOS

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

,

LSI

, LSI

,

1.

2.

3.

4.

5.

6. collision based computing

7.

8.

9. DNA

10.

11.

12. (1)

13. (2)

14. (3)

- 19



15. (4)

1.

2. Si

3.

4.

5.

6.

7. (HDD)

8. (HDD)

9. (HDD)

10.

11.

12.

13. (1)

14. (2)

15.

In this course, we will learn the advanced technologies in the fields of medical

engineering, which combines medicine and engineering organically. In order to

understand the medical information communication technology (MICT), we

will learn several advanced technologies, including ICT, mechatronics, elec-

tronics, device, bio, computer and medical technologies and their combined

technologies.

Guidance

science and technology view on medical and welfare

information and communications and medical

Vital data mining for medical and welfare application

Photonic nanostructure device and bio-sensing

Roles of medical space ICT on emergency disaster

Power-saving dependable communication for medical

Healthcare support system using intelligent environment

Motion control for medical and welfare support

Assurance case and dependability

Wearable sensing and medical

Photonics and medical

Magnetics and medical

IC and medical

Robotics and medical

1.

- 20



2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

1.

2.

3. (1)

4. (2)

5. BCS (1)

6. BCS (2)

7. (1)

5. (2)

9. (1)

10. (2)

11. SQUID

12. :

13. :

14. :

15. :

.

1.

2. 1

3. 2

4. 1

5. 2

6. 1

7. 2

8. 1

9. 1

10. 2

11. 1

12. 2

13. MIMO 1

14. MIMO 2

- 21



15. 2

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12 1

13 2

14 1

15 2

- 22



I

1. (1)

2. (2)

3. (3)

4. (4)

5. (5)

6. (1)

7. (2)

8. (3)

9. (4)

10. (5)

11. (1)

12. (2)

13. (3)

14. (4)

15. (5)

II

1. (1)

2. (2)

3. (3)

4. (4)

5. (5)

6. (1)

7. (2)

8. (3)

9. (4)

10. (5)

11. (1)

12. (2)

13. (3)

14. (4)

15. (5)

I

1. (1)

2. (2)
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3. (3)

4. (4)

5. (5)

6. (1)

7. (2)

8. (3)

9. (4)

10. (5)

11. (1)

12. (2)

13. (3)

14. (4)

15. (5)

II

1. (1)

2. (2)

3. (3)

4. (4)

5. (5)

6. (1)

7. (2)

8. (3)

9. (4)

10. (5)

11. (1)

12. (2)

13. (3)

14. (4)

15. (5)

I

1. (1)

2. (2)

3. (3)

4. (4)

5. (5)

6. (1)

7. (2)

8. (3)

9. (4)

10. (5)

11. (1)

12. (2)
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13. (3)

14. (4)

15. (5)

II

1. (1)

2. (2)

3. (3)

4. (4)

5. (5)

6. (1)

7. (2)

8. (3)

9. (4)

10. (5)

11. (1)

12. (2)

13. (3)

14. (4)

15. (5)

A

15

MC1

MC4

MC5

MC9

UWB

ITS

MC15

MC16

FET

MC17
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MC18

 

MC19

MC21

 (VLSI)

MC25

MC27

MC31

MC34

MC35

MC37

MC39

MC43  

MC46

MC50

B

15

MC1

MC4
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MC5

MC9

  UWB

ITS

MC15

MC16

 FET

MC17

MC18

 

MC19

MC21

 (VLSI)

MC25

MC27

MC31

MC34

MC35

MC37

MC39

MC43  
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MC46

MC50

C

15

MC1

MC4

MC5

MC9

UWB

ITS

MC15

MC16

FET

MC17

MC18

MC19

MC21

(VLSI)

MC25

MC27
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MC31

MC34

MC35

MC37

MC39

MC43  

MC46

MC50

D

15

MC1

MC4

MC5

MC9

UWB

ITS

MC15

MC16

FET

MC17
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MC18

 

MC19

MC21

 (VLSI)

MC25

MC27

MC31

MC34

MC35

MC37

MC39

MC43  

MC46

MC50

A

15

MC1

MC4
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MC5

MC9

  UWB  
ITS

MC15

MC16

 FET

MC17

MC18

 

MC19

MC21

 (VLSI)

MC25

MC27

MC31

MC34

MC35

MC37

MC39

MC43  
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MC46

MC50

B

15

MC1

MC4

MC5

MC9

UWB

ITS

MC15

MC16

FET

MC17

MC18

MC19

MC21

(VLSI)

MC25

MC27
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MC31

MC34

MC35

MC37

MC39

MC43  

MC46

MC50

C

15

MC1

MC4

MC5

MC9

UWB

ITS

MC15

MC16

FET

MC17
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MC18

 

MC19

MC21

 (VLSI)

MC25

MC27

MC31

MC34

MC35

MC37

MC39

MC43  

MC46

MC50

D

15

MC1

MC4

- 34



MC5

MC9

  UWB

ITS

MC15

MC16

 FET

MC17

MC18

 

MC19

MC21

 (VLSI)

MC25

MC27

MC31

MC34

MC35

MC37

MC39

MC43  
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MC46

MC50

A

15

MC1

MC4

MC5

MC9

UWB

ITS

MC15

MC16

FET

MC17

MC18

MC19

MC21

(VLSI)

MC25

MC27
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MC31

MC34

MC35

MC37

MC39

MC43  

MC46

MC50

B

15

MC1

MC4

MC5

MC9

UWB

ITS

MC15

MC16

FET

MC17
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MC18

 

MC19

MC21

 (VLSI)

MC25

MC27

MC31

MC34

MC35

MC37

MC39

MC43  

MC46

MC50

C

15

MC1

MC4
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MC5

MC9

  UWB  
ITS

MC15

MC16

 FET

MC17

MC18

 

MC19

MC21

 (VLSI)

MC25

MC27

MC31

MC34

MC35

MC37

MC39

MC43  
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MC46

MC50

D

15

MC1

MC4

MC5

MC9

UWB

ITS

MC15

MC16

FET

MC17

MC18

MC19

MC21

(VLSI)

MC25

MC27
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MC31

MC34

MC35

MC37

MC39

MC43  

MC46

MC50

L

300 3

M

90 4

S

45 2
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L

300

3

M

90

4

S

45

2

L

300

3

M

90

4
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S

45

2

S

3

2

2

4

3

1

MC16

FET

MC21

(VLSI)

MC50

F

S

3

2

2

4

3

1

MC16

FET

MC21

(VLSI)

MC50
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S

The aim of this course is to make advanced attempt on advanced open source

development

1. Introduction

2. Software practice

3. Software practice 2

4. Software practice 3

5. Software practice 4

6. Software practice 5

7. Software practice 6

8. Software practice 7

9. Software practice 8

10. Software practice 9

11. Software practice 10

12. Software practice 11

13. Software practice 12

14. Review I

14. Review II

MC18

MC35

F

The aim of this course is to have software development experiences on practical

open source project.

1. Introduction

2. Software practice

3. Software practice 2

4. Software practice 3

5. Software practice 4

6. Software practice 5

7. Software practice 6

8. Software practice 7

9. Software practice 8

10. Software practice 9

11. Software practice 10

12. Software practice 11

13. Software practice 12

14. Review I

14. Review II

MC18

MC35

S

F

1.

2.

3.

4.

5.

6.
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MC19

MC39

F

S

1.

2.

3.

4.

5.

6.

MC19

MC39

S

3

2

2

4

3

1

MC15

MC25

MC31

F

S

3

2
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2

4

3

1

MC15

MC25

MC31

S This studio opens in the spring semester, focusing on computaitonal techniques

on lightwaves. In particular, we learn those used for optial communications,

optoelectronics, nanophotonics, and so on. Then we acquire the capability of

actively performing the research, solving the current problems. This studio is

operated together with ””Computation Techiniques of Light Wave F””.

x Review and analysis of fundamentals and advanced researches on optical

communications, optoelectronics, nanophotonics, etc.

x Discussion on deciding target issues

x Proposal of solutions and presentation

x Research and discussion

x Summary of achievement

x Final report

MC17

MC46

F This studio continues in the fall semester, focusing on computaitonal tech-

niques on lightwaves. In particular, we learn those used for optial commu-

nications, optoelectronics, nanophotonics, and so on. Then we acquire the

capability of actively performing the research, solving the current problems.

This studio is operated together with ””Computation Techiniques of Light

Wave F””.

x Review and analysis of fundamentals and advanced researches on optical

communications, optoelectronics, nanophotonics, etc.

x Discussion on deciding target issues

x Proposal of solutions and presentation

x Research and discussion

x Summary of achievement

x Final report

MC17
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MC46

S

MC1

MC27

MC34

F

MC1

MC27

MC34

S

1.

2.
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3.

4.

5.

6.

MC5

MC9

UWB

ITS

F

1.

2.

3.

4.

5.

6.

MC5

MC9

UWB

ITS

S

F

MC4  

MC43  

F

S
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MC4  

MC43  

S

3

2

2

4

3

1

MC15

MC21

(VLSI)

MC50

F

S

3

2

2

4

3

1

MC15
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MC21

(VLSI)

MC50

S

3

2

2

4

3

1

MC16

FET

MC31

F

S

3

2

2

4

3

1

MC16

FET

MC31

S

ICT

ICT

MC5
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MC9

UWB

ITS

MC15

MC18

MC17

MC21

(VLSI)

MC35

MC37

F

ICT

ICT

MC5

MC9

UWB

ITS

MC15

MC18

MC17

MC21

(VLSI)
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MC35

MC37

S

F

1.

2.

3.

4.

5.

6.

MC4

MC18

 

MC19

MC37

MC39

MC43  

F

S

1.

2.

3.

4.

5.

6.

MC4
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MC19

MC37

MC39

MC43  

S

MC1

MC27

MC34

F

MC1
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MC27

MC34

S

F

MC17

MC25

MC46

F

S

S

MC17

MC25

MC46
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S

MC5

MC9

UWB

ITS

MC18

MC35

MC37

F

MC5

MC9

UWB

ITS

MC18

MC35
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MC37

f

f f

Discommensuration

1/

A

B C D

MC2

MC3
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MC8

MC10

MC13

MC14

MC20 10 30

MC26

(MC28

MC29

MC30

MC32

MC33

MC36

MC38

MC40

MC41

MC44

MC45

MC51 Raebiger Hannes

MC47
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MC49

B

A C D

MC2

MC3

MC8

MC10

MC13

MC14

MC20 10 30

MC26

MC28

MC29

MC30

MC32

MC33

MC36
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Exploring the latest study case and applications of interdisciplinary field in

medical and engineering, and gaining deep understanding of the evolution

toward the frontier of the ICT.

To survey a case study of medical-engineering theme which is related in each

doctoral theme under the instruction with each supervisor. A presentation,

workshop, project would be organized if needed.

Example of theme: The fundamental study of applications of medical applica-

tions with ICT. The fundamental study of applications of medical informatics.

The medical-engineering applications in rehabilitation medicine.

Ubiquitous preventive medicine.

The medical applications with robotics engineering.

The applications of medical examination and treatment by magnetic.

ICT

Electron circuit.

Information theory.

Antenna propagation.

Microwave.

Digital circuit.

Coding theory.

Open source.

Intelligent systems.
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DC21

(VLSI)

This lecture presents design and analysis for microwave and antenna modern

mobile communication technologies. Many examples used in current system

are explained and its design and development techniques are also presented.

1. Design of coverage area for cellular system and base station antennas -Part

1 Propagation-

2. Design of coverage area for cellular system and base station antennas -Part

2 Antenna System-

3. Indoor Coverage Techniques for Cellular System

4. Field Measurement for Handset Terminal and Simulation of Propagation

Characteristics -Part 1-

5. Field Measurement for Handset Terminal and Simulation of Propagation

Characteristics -Part 2-

6. Project : Mobile communication antennas

7. Theory of Small Antenna and Its Applications -Part 1-

8. Theory of Small Antenna and Its Applications -Part 2-

9. FDTD Simulation for EM Problems Including Fine Structure and Active

Devices -Part 1-

10. FDTD Simulation for EM Problems Including Fine Structure and Active

Devices -Part 2-

11. Hardware Implementation of Smart Antenna:Part 1(Antenna and RF

circuits,1)

12. Hardware Implementation of Smart Antenna:Part 1(Antenna and RF

circuits,2)

13. Hardware Implementation of Smart Antenna:(Digital processing unit -Part

1-)

14. Hardware Implementation of Smart Antenna:(Ditital processing unit -Part

2-)

15. Project : Smart antenna systems

The aim of this course is to make advanced attempt on advanced open source

development

1. Introduction

2. Software practice

3. Software practice 2

4. Software practice 3

5. Software practice 4

6. Software practice 5

7. Software practice 6

8. Software practice 7

9. Software practice 8

10. Software practice 9

11. Software practice 10

12. Software practice 11

13. Software practice 12

14. Review I

14. Review II
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This class deals with advanced theory of systems, control and information

engineering. They includes recent topics of optimization and nonlinear system.

Their application includes manufacturing systems, computer systems, commu-

nication networks, etc.

1. Scheduling theory

2. Primal dual interior point method

3. Suport vector machine

4. Minmal description length

5. Supervisor control

6. Hidden markov model

7. Polynomial ideals and Groebner basis

8. Fault tolerant system

9. Hybrid system

10. Youla parametrization

11. Stability and Kharitonov’s theorem

12. Differential geometory and nonlinear systems

13. Passivity based control

14. Kinematics and dynamics of robotic systems

15. Control of chaos

100EB Exabyte

1.

2.

3. (HDD)

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

Advanced theories and techniques required for designing microwave circuits

should be studied. Analogies and difference of antennas as a radiating device

to non-radiating microwave circuits should be also understood.

- 7



1. Guidance,

2. Electromagnetic theory

3. Transmission line theory

4. Transmission lines and waveguides: General solution for TEM, TE, TM

waves

5. Transmission lines and waveguides: Rectangular waveguides, Cylindrical

waveguides

6. Microwave network analysis Impedance, Equivalent currents and voltages,

Scattering matrix)

7. Impedance matching and tuning (Lumped elements, stub tuning)

8. Microwave Resonators

9. Power dividers and directional couplers

10. Noise and active RF components

11. Cylindrical antennas

12. Microstrip antennas

13. Microwave measurements

14. Exercise

15. Final examination

The aim of the lecture is to discuss the present situation and future prospects

about antenna technologies and signal processing techniques in accordance

with the developments of the state-of-art technologies for communication in-

frastructure. Some practical exercises will be done using equipment.

1. Current status and future of multimedia wireless communication access

system-1

2. Current status and future of multimedia wireless communication access

system-2

3. System design of wireless communication system-1

4. System design of wireless communication system-2

5. System design of wireless communication system-3

6. Exercise-1

7. Lecture of array antenna technology-1

8. Lecture of array antenna technology-2

9. Lecture of array antenna technology-3

10. Lecture of multimedia signal processing technique-1

11. Lecture of multimedia signal processing technique-2

12. Exercise-2

13. Study of case study-1

14. Study of case study-2

15. Presentation of the study

For realization of advanced mechatronics systems, not only development of

fundamentals such as sensor, actuator, and controller, but also integrated de-

sign between mechanics and control engineering is significant. In this lecture,

integrated system design is discussed from the wide view including sensing

technology, actuation technology, motion control technology, and system inte-

gration technology.

1. Introduction

2. Encoder

3. Vision sensor

- 8



4. Force sensor

5. Other sensors and applications

6. Rotary motor

7. Linear motor

8. Hydraulic / Pneumatic actuator

9. Piezo actuator

10. Other actuators and applications

11. CPU

12. Microcomputer / FPGA

13. Other controller and applications

14. System integration (1)

15. System integration (2)

16. Paper test / Term report

This class studies and discusses the state-of-the-art science and technology on

optics and photonics. Today’s photonics not only evolved optical communi-

cations, optical storage, etc., but also creates advanced integrated photonics,

quantum photonics, ultrafast and high power lightwaves, and interaction with

bio-science. This class reviews such situations and investigate new ideas to-

ward novel technologies. In particular, it focuses on silicon photonics and

bio-photonics.

1.Overview on silicon photonics

2.Fundamentals on silicon photonics

3.LSI design

4.CMOS compatibe process

5.Photonic integration

6.Large-scale integrated photonics

7.Overview on bio-photonics

8.Photonics in bio-materials

9.Bio-imaging

10.Photonic bio-sensor

11.Micro-array technology

12.flow cytometry

13.Optical manipulation

14.Nanotechnology for biophotonics

15.Biomaterials for biophotonics

Recently, unique and useful nano-materials and nano-devices have been pro-

posed as important candidates of next generation materials and ICs. For ex-

ample, nano-carbon materials have been focused as one of the nano-materials,

and single-electron devices have been focused as one of the nano-devices. In

this class, the trends of the forefront in the world of each research topic, such as

information-processing devices, functional devices, and nature-inspired or bio-

mimetic systems, are grasped. Moreover, students’ own abilities for agenda-

setting and to pursue it were also improved.

1. Introduction of the forefront of nanodevices, such as single-electron devices.

2-5. Research and discussion for the forefront of the research topic in the

nanodevices.

6. Introduction of the forefront of nano-carbon materials, such as carbon

nanotubes.
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7-10. Research and discussion for the forefront of the research topic in the

nano-carbon materials.

11. Introduction of the forefront of nature-inspired or bio-mimetic information-

processing systems.

12-15. Research and discussion for the forefront of the research topic in the

nature-inspired or bio-mimetic systems.

Latest high-technologies and core theories in a field of information theory as

a core theory of computer and communication are introduced for students to

be expert in the field. The lecture is aiming to learn a manner of researching

a subject and solving a problem as an expert.

Latest information and researching approach in a field of information theory

are lectured with students presentation and discussion. Contents will be

adjusted according students.

Exploring the important ideas in advanced machine learning areas in a com-

mon conceptual framework. The approach is statistical, especially the empha-

sis is on concepts rather than mathematics.

1. Linear Methods for Regression

2. Linear Methods for Classification

3. Basis Expansions and Regularization

4. Kernel Smoothing Methods

5. Model Assessment and Selection

6. Model Inference and Averaging

7. Additive Models, Trees, and Related Methods

8. Boosting and Additive Trees

9. Neural Networks

10. Support Vector Machines and Flexible Discriminants

11. Prototype Methods and Nearest-Neighbors

12. Unsupervised Learning

13. Random Forests

14. Ensemble Learning

15. Undirected Graphical Models

16. High-Dimensional Problems

SQUID

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.
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11.

12.

13.

14.

15.

, ,

1.

2-14.

15.

It is of prime importance to keep stability of power systems with penetration of

distributed generators including renewable energy sources such as wind turbine

or photovoltaic. The main purpose of this lecture is to understand basis of

protection system and its recent trend through numerical simulation.

1.Power system and renewable energy

2.Stable operation of power system 1

3.Stable operation of power system 2

4.Protection system 1

5.Protection system 2

6.Protection system 3

7.Cascading fault in power system 1

8.Cascading fault in power system 2

9.Cascading fault in power system 3

10.Stabilizing control 1

11.Stabilizing control 2

12.Stabilizing control 3

13.Numerical simulation 1

14.Numerical simulation 2

15.Numerical simulation 3

VLSI

SiO2

1. (1)

2. (2)

3. (3)

4. (1)

5. (2)

6. (1)

7. (2)

8. (3)

9. (4)

10. (5)

11. (1)

12. (2)

13. (3)

14. (4)

15. (5)
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Recent and advanced topics related to coding and communication theory will

be studied.

The lecture will be based on survey and presentation of the state-of-the-art

journal papers from IEEE.

This course provide basic knowledge of quantum effect and devices and related

physics, device fabrication techniques, and their recent developments.

After giving lectures on the quantum effect and devices, we are going to read

texbooks and journal papers on them in turn and discuss them together.

Research trends on quantum integrated devices will be overviewed. In partic-

ular, researches on spin devices, superconducting devices, and single electron

devices will be introduced.

1. Overview of quantum integrated devices

2. Single electron devices (1)

3. Single electron devices (2)

4. Superconducting devices (1)

5. Superconducting devices (2)

6. Spin devices (1)

7. Spin devices (2)

8. Quantum computation and quantum bit (1)

9. Quantum computation and quantum bit (2)

10. Quantum computation and quantum bit (3)

11. Quantum computation and quantum bit (4)

12. Investigation of recent recearch trends (1)

13. Investigation of recent recearch trends (2)

14. Investigation of recent recearch trends (3)

15. Investigation of recent recearch trends (4)

1

2

3

4

5

6

7

8

9 1

10 2

11

12

13 1

14 2

15 3
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